平成２２年度（第３４回）

 通　常　総　会　資　料 
          日　時  ：　平成２２年４月２３日（金）１５：３０ 開会

        　場　所  ：　プラザ菜の花

千葉県環境計量協会

平成２２年度（第３４回）通常総会次第

　　　　　　　１．開　会

            ２．成立宣言

            ３．会長挨拶　　

４．来賓挨拶

            ５．議　事　

                    第１号議案　平成2１年度　事業報告の件

　                  第２号議案　平成2１年度　決算報告の件

　　　　　　　　　　　　　　　　会計監査報告

第３号議案　役員改選の件

第４号議案　平成2２年度　事業計画（案）

　　　　　　　　　　第５号議案　平成2２年度　収支予算（案）

　　　　　　　　　　

　　　　　　６．その他　（表彰、連絡事項）

            ７．閉会

 　第１号議案　
平成2１年度　事業報告の件

１．会員の状況

　　　入会正会員　　　エバークリーン株式会社

　　入会賛助会員　　有限会社ケーズオフィス

　　退会正会員　　　クリタ分析センター株式会社

　　　同　上　　　　住鉱テクノリサーチ株式会社

　　　同　上　　　　財団法人千葉県環境財団

　　　同　上　　　　財団法人千葉県薬剤師会検査センター

　　退会賛助会員　　株式会社環境技術研究所

　　　同　上　　　　株式会社東海地質

　　　これにより本年３月３１日現在、 正会員５７社、賛助会員４社、合計６１社となる。

　　　

２．役員の状況

　　　平成２１年度中の理事、監事の変更は無く、平成２２年３月３１日現在の役員は

次の通りである。

　　　　　　　会　長　　　　　；武藤　敏夫　（東電環境エンジニアリング(株)）
　　　　　　　副会長　　　　　；内野　洋之　（日鉄環境エンジニアリング(株)）

　　　　　　　副会長　　　　　；甘崎　恭徳　（中外テクノス(株)）

経営・業務委員長；綾田　隆史　（(株)太平洋コンサルタント）

　　　　　　　総務委員長　　　；山本　重俊　（(株)環境管理センター）
　　　　　　　教育・企画委員長；榊原　達哉　（キッコーマン(株)）

　　　　　　　技術委員長　　　；村上　高行　（(株)住化分析センター）

　　　　　　　広報・情報委員長；荒木　徹　　（セイコーアイ･テクノリサーチ(株)）

　　　　　　　監事　　　　　　；望月　正　　（JFEテクノリサーチ(株)）

　　　　　　　監事　　　　　　；丸山　孝彦　 (日本建鐵環境エンジニアリング(株))

３．会議

　　（１）通常総会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当　総務委員会）

　　　　　　月　日：平成２１年４月１７日（金）

　　　　　　場　所：プラザ菜の花

　　　　　　出　席：会員２４社、委任状提出２９社、合計５３社

　　　　　　内　容：１．平成２０年度　事業報告

　　　　　　　　　　２．平成２０年度　決算報告　同会計監査報告

　　　　　　　　　　３．平成２１年度　事業計画（案）

４．平成２１年度　収支予算（案）
　　　　　　　　　　　以上原案通り承認された。

　　　　　　特別表彰；平成２０年度で退任された、理事戸邊光一朗氏（キッコーマン(株)）、　理事吉本優氏（㈱環境管理センター）の多大な貢献に対して表彰が行われた。

　　（２）理事会

　　　　　　会務執行のため、次の７回開催した。

　　　　　　　平成２１年４月１７日　通常総会運営の件等

５月１５日　合同委員会運営、関係団体報告、事務局移管の件

　　　　　　　　　　　８月　７日　各委員会活動報告と今後の予定

　　　　　　　　　　　１０月　２日　交流懇談会運営の件、関係団体報告等　

１１月　６日　技術発表会運営の件、新春講演会の件等

　　　　　　　平成２２年１月２２日　新春講演会運営の件、次期役員改選の件

　　　　　　　　　　　　３月　５日　次期役員改選の件、通常総会付議事項の件等
　　　　　　　　　　　　　　
　　（３）合同委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当　経営・業務委員会）
　　　　　　　月　日：平成２１年５月１５日（金）

　　　　　　　場　所：プラザ菜の花

　　　　　　　出　席：会員２０社、人員３１名、来賓２名、合計３３名

　　　　　　　内　容：各委員会の活動計画を具体的に討議し、各委員長による活動方針

　　　　　　　　　　　活動計画の発表があり、承認された。

　　　　　　　　　　　また、計量検定所からの伝達事項として、平成２０年度に実施された環境計量証明事業者立入り検査の結果について報告された。

４．研修会・講演会

　　（１）第７回新任者教育　　　　　　　　　　　　　　　（担当　教育・企画委員会）
　　　　　　　月　日：平成２１年６月２４日（水）

　　　　　　　場　所：社団法人日本環境分析協会
　　　　　　　出　席：会員１１社、人員３０名

　　　　　　　内　容：（社）日本環境測定分析協会関東支部との共催のもと、東京都環境管理協議会と合同にて新任者教育セミナーを開催した。多くの方の参加を頂き、好評であった。

　　　　　　　　　　　［講義］ ①労働安全衛生について

                   　　      　②環境計量の仕事とは

                   　 　       ③精度よい測定のため

　　
（２）第２９回研修見学会　　　　　　　　　　　　　　（担当　教育・企画委員会）
　　　　　　　月　日：平成２１年７月２日（木）

　　　　　　　場　所：谷津干潟自然観察センター、㈶海外職業訓練協会（OVTA）他

　　　　　　　出　席：会員２７社、３４名
内　容；谷津干潟自然観察センター　館内及び谷津干潟公園見学

　　　　日環協関東支部環境セミナー

　　　　　　　　　　　　特別講演「東京湾の環境保全～ラムサール条約登録湿地

谷津干潟を例として」聴講並びにメーカー機器展示見学

（３）交流懇談会　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当　経営・業務委員会）

　　　　　　　月　日：平成２１年１０月２日（金）

　　　　　　　場　所：プラザ菜の花

　　　　　　　出　席：会員１２社、人員１５名
内　容：平成２０年度 環境計量証明事業者の実態調査報告

　　　　　　　　社団法人日本環境測定分析協会事務局　宇佐見　努氏
　　　　　　　　　　　新型インフルエンザは実際に大流行を起こすか？？

　　　　　　　　　　　　　　　太平洋セメント株式会社　産業医　　　赤松　隆氏

    （４）平成２１年度技術委員会Ｗ／Ｇ成果発表と第２２回環境測定技術事例発表会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当　技術委員会）

　　　　　　　月　日：平成２１年１１月６日（金）

　　　　　　　場　所：プラザ菜の花

　　　　　　　出　席：会員３３社、人員４９名、来賓３名、合計５２名

　　　　　　　内　容：

　　　　　　　　　（イ）Ｗ／Ｇ成果発表等

　　　　　　　　　　①精度・計量管理ＷＧ

　　　　　　　　　　　「 クロスチェックにおいて手法間で分析値に差異が認められた

　　　　　　　　　　　　現象についての原因分析」

　　　　　　　　　　　　～２００６年度実施　第２７回　土壌中の亜鉛、マンガン～

　　　　　　②クロスチェックＷＧ

　　　　　　　　　　　「第３０回共同実験結果報告（水溶液中のほう素）」

　　　　　　　　　

（ロ）技術事例発表　

①「温室効果ガスの環境影響評価手法」
　　　　　　　　　　　　　中外テクノス株式会社　　　　　　　　　　宮崎　雅郎
　　　　　　　　　　②「紫外線照射・熱分解ガスクロマトグラフ質量分析法を用いた

　　　　　　　　　　　　樹脂材料の劣化評価」
　　　　　　　　　 　　　株式会社住化分析センター            　　奥山　勇人
　　　　　　　　　　③「世界遺産石見銀山の科学的調査について」
　　　　　　　　　　  　 　日鉄環境エンジニアリング株式会社       　 大石　徹
　                
　　（５）平成２１年度パネルディスカッション 、技術講演会　 (担当 教育・企画委員会)

　　　　　　　月　日：平成２１年１１月２７日（金）

　　　　　　　場　所：プラザ菜の花

　　　　　　　出　席：会員１９社、人員３０名

　　　　　　　内　容：パネルディスカッション

　　　　　　　　　　　　「第３０回千環協クロスチェック（水溶液中のほう素イオン）結果について」

　　　　　　　　　　　　「金属分析に対する精度管理の確保に関して」

　　　　　　　　　　　技術講演会

　演題：「水中のシアン化合物の分析方法」

～シアン及び全シアンの分析と誤検出～

　　　　　　　　　　　　講師；環境技術評価研究所　　　　　　　　　野々村　誠氏
　　　　　　　　　　　　　　　　

    （６）新春講演会・賀詞交換会　　　　　　　　　　　　　　　（担当：総務委員会）

　　　　　　　月　日：平成２２年１月２２日（金）

　　　　　　　場　所：プラザ菜の花

　　　　　　　出　席：会員３３社、人員４７名、来賓他４名、合計５１名

　　　　　　　内　容：

　　　　　　　　（イ）第１講演

　　　　　　　　　　　 演題：「ＰＭ２．５環境基準導入の背景について」

　　　　　　　　　　　 講師：千葉県環境研究センター　大気騒音振動研究室

主席研究員　　内藤　季和氏　

　　　　　　　　　（ロ）第２講演

　　　　　　　 演題：「土壌汚染対策法の改正点等について」

　　　　　　　　　　 　講師：社団法人土壌環境センター　技術委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副委員長　　田澤　龍三氏

　　　　

５．その他の事業

　　（１）広報・情報委員会

　　　　　　　　千環協ニュース　No.８０号、８１号、８２号発行

　　　　　　　　千環協ホームページに平成２１年度協会活動年間スケジュール並びに速報版随時掲載中。

　　（２）総務委員会

　　　　　　（イ）第２６回ソフトボール大会

　　　　　　　　　月　日：平成２１年１０月２４日（土）

　　　　　　　　　場　所：稲毛海浜公園グランド

　　　　　　　　　参　加：会員１１社

　　　　　　　　　結　果：優　勝　　日鉄環境エンジニアリング株式会社　

　　　　　　　　　　　　　準優勝　　日本環境株式会社

　　　　　　　　　　　　　３　位　　ＪＦＥテクノリサーチ株式会社

　　　　　　　　　　　　　３　位　　株式会社上総環境調査センター

（ロ）第４８回親睦ゴルフコンペ

　　　　　　　　　月　日：平成２１年６月２０日（土）

　　　　　　　　　場　所：成田東カントリークラブ

　　　　　　　　　参　加：１０名

　　　　　　　　　結　果：優　勝～伊藤裕一氏（株式会社ダイワ）

　　　　　　　　　　　　　準優勝～石澤善博氏（日本軽金属株式会社船橋分析センター）

　　　　　　　　　　　　　３　位～鈴木広美氏（日本環境株式会社）

　　（３）経営・業務委員会

　　　　　　平成２１年度版千環協案内を作成、会員及び関係機関へ配布した。

　　　　　　（平成２１年１０月）

６．協力関係

　　（１）（社）日本環境測定分析協会

　（イ）千環協より、会長の武藤氏（東電環境エンジアリング㈱）が関東支部役員として、会務の執行にあたる他、今年度は特に、第２１回日環協関東支部環境セミナー　in　MAKUHARIの開催県として津上前会長を実行委員長のもと各役員役割分担し準備に努めた。また、会員各位の絶大なる協力により成功裏に開催された。

　　　　　　第２１回　日環協・関東支部環境セミナー in  MAKUHARI

　　　　　　　　月　日：平成２１年７月２日（木）・３日（金）

　　　　　　　　場　所：海外職業訓練協会（ＯＶＴＡ）

　　　　　　　　内　容：

　　　　　　　　　　１日目　「ラムサール条約登録湿地　谷津干潟　ミニ見学会」

　　　　　　　　　　　　　　特別講演　「東京湾の環境保全」

　　　　　　　　　　　　　　　　～ラムサール条約登録湿地谷津干潟を例として～　　　　　

講師：前千葉県習志野市環境部長　長谷川　昭仁氏

　　　　　　　　　　２日目　機器展示メーカーによる商品紹介

技術事例発表１２件、当協会からは榊原達哉氏(キッコーマン㈱分析センター)が発表した。
　　　

（２）首都圏環境計量協議会連絡会

　　　　　　　本年度は、千環協から４名の委員を派遣し、各種事業に参画、協力した。

　　　　　　　[委員会]　　　２回

　　　　　　　[研修見学会]　１回

　　　　　　　　　　月　日：平成２１年９月１０日（木）

　　　　　　　　　　場　所：葛野川発電所及び葛野川ダム（山梨県大月市）

（３）千葉県計量協会

　　　　（イ）千環協より、会長及び両副会長の３名が、理事として参画し会務執行にあたった。

　　　　　　　　通常総会（第３３次）

　　　　　　　　月　日：平成２１年６月２４日（水）

　　　　　　　　場　所：オークラ千葉ホテル

　　　　（ロ）千葉県環境計量協会の一般社団法人化について検討がなされた。

当協会は賛助会員として現状どおりの協力とした。

　　　　　　　　　　　

８．その他

　　・配布資料等

　　（１）新任者教育テキスト

　　（２）第３０回共同実験結果（水溶液中のほう素）

　　（３）第２２回環境測定技術事例発表会要旨集

　　（４）平成２１年度版千環協案内

　　（５）技術講演会資料

　　（６）新春講演会資料

　・ホームページの活用

　　　協会のPRと会員への情報提供、会員相互の情報交換を実施するため、協会としての

　　　ホームページを平成１７年度に開設し、協会の活動内容等を広報・情報委員会にて

　　　随時更新して掲載した。現在掲載している内容は下記の通り。

　　　　　①ＴＯＰページ

　　　　　②協会について（組織、会員名簿、規約、倫理綱領）

③協会の活動（各委員会の紹介）

　　　　　④千環協ニュース（Ｎｏ.７７より）

　　　　　④リンク

　　　　　⑤会員のページ

９．第３０回共同実験　参加事業所　　　　　　　　　（５０音順）

　　　（１）イカリ消毒㈱　 　　　 　　　　 （２）㈱上総環境調査センター

　　（３）㈱環境管理センター　　　　 　  （４）㈱環境技術研究所

　　（５）キッコーマン㈱　　　　　　　　 （６）㈱建設技術研究所

  　　（７）合同資源産業㈱　　　　　　　　 （８）㈱三造試験センター

　　　（９）JFEテクノリサーチ㈱　　　　　 （10）習和産業㈱　　　

（11）㈱杉田製線　　　　　　　　　   （12）㈱住化分析センター

　　　（13）セイコーアイ・テクノリサーチ㈱ （14）㈱太平洋コンサルタント

　　　（15）㈱ダイワ  　 　　　　　　　　　（16）妙中鉱業㈱

（17）㈶千葉県環境財団      　　　　 （18）中外テクノス㈱

（19）㈱中研コンサルタント           （20）月島テクノソリューション㈱

（21）㈱東京化学分析センター　       （22）東京テクニカル･サービス㈱

（23）東電環境エンジニアリング㈱     （24）ニッカウヰスキー㈱

（25）㈱日曹分析センター　　　　（26）日鉄環境エンジニアリング㈱環境分析部

（27）日鉄環境エンジニアリング㈱化学分析部（28）㈱日鐵テクノリサーチ

（29）日本環境㈱　　　　　　　　　   （30）日本軽金属㈱　

　　 　(31)　日立プラント建設サービス㈱　　 （32）㈱三井化学分析センター  
　　　（33）㈱ユーベック　　　　　　

　　第２号議案　　　　　平成17年度　収支決算書（前のデータです。）

　　　　　　　　　別途エクセルシートで作成してあります。

　　（平成１６年４月１日～平成１７年３月31日）　　　　　　　　　　　単位：円
	　　科　　目
	　予　　算　①
	　決　　算　②
	差　額　②－①

	［収入の部］

　　前期繰越金

　　会費

　　雑収入
	829,075

3,570,000

　125
	829,075

3,463,333

74
	0

-106,667

-51

	　　収入計
	4,399,200
	4,292,482
	-106,718

	［支出の部］

（事業費）

　　研修見学・講演会

　　協力関係費

　　委員会活動費

（会議）

（事務費）

　　印刷費

　　通信費

　　消耗品費

　　事務委託費

（雑費）

　　雑費

　　３０周年積立

（特別会計）※
	(2,800,000)
440,000

360,000

2,000,000

(580,000)

(540,000)

100,000

300,000

20,000

120,000

(180,000)

　80,000

　100,000
	(2,321,240)
582,254

327,000

1,411,986

(588,699)

(473,422)

　　46,200

265,065

42,157

120,000

(107,373)

　7,373

　100,000

(-225,777)
	(-478,760)
142,254

-33,000

-588,014

(8,699)

(-66,578)

-53,800

-34,935

22,157

0

(-72,627)

-72,627

0

(-225,777)

	　　支出計
	4,100,000
	3,264,957
	-835,043

	　　来期繰越金
	299,200
	1,027,525
	　　　　728,325

	（積立金残高）
	(1,000,000)
	(1,000,000)
	0


 （備考）来期繰越金額に、積立金残高は含んでいない。

          ※は、特別会計の合計収支金額

　　特別会計内訳      　 収入 1,466,000円

                   　　　支出 1,240,223円

                       　　差額   225,777円

監 査 報 告 書

　平成２１年度収支決算書について詳細に監査した結果、適正であることを認めます。　　　　　　　

　　　　　　　　　　　     　　平成２２年４月６日

　監　事 　丸山　孝彦　印 　　　　　　　　　

                                    監　事   望月　正 　 印

　第４号議案　

平成２２年度　事業計画（案）

　　　本協会は2006年に創立30年目の節目を迎え、次の節目となる創立40周年、50周年に向けてさらに一致団結した気持ちで活動していきたいと考えております。そのために業界団体と致しましても、より一層の分析技術の向上、精度管理、信頼性の確保に努力致したいと考えます。また、このような背景から、本年度は次のような事業を行い、会員各社の発展に寄与致したいと思います。

    １．研修会・講演会等の実施

　　　　技術の習得や、知識の向上を図るため、研修見学会、講演会等を実施する。

    ２．技術事例発表会、新任者教育、会員交流会の実施

　　　　技術委員会の下に、クロスチェック等のワーキンググループ活動を行い、その研究成果を発表するとともに、会員による測定分析に　　　　ついての技術事例発表会を実施する。また、新任者教育、会員交流会、勉強会を適宜開催する。

    ３．共同実験とパネルディスカッションの実施

　　　　会員相互の技術レベルの向上を図るため、共通試料を用いたクロスチェック　　　　（共同実験）を行い、その結果を基に、パネルディスカッションを実施する。

    ４．情報の収集と提供

　　　　官公庁、日環協、首都圏環協連等から関連情報の収集に努め、研修会、会誌　　　　等を通じて会員に提供する。また、会員への情報提供、協会活動のPR、会員相互の情報交換のためにホームページを活用する。

　　５．協力関係

　　　　千葉県計量協会、日環協関東支部、首都圏環協連等の関連団体の各事業に参画し、技術情報等を収集して会員各社へ提供する。

    ６．親睦関係

　　　　会員相互の親睦を深めるため、ソフトボール大会等の催しを行う。

　　

　第５号議案　
平成21年度収支予算（案）　　別ファイルにて作成
（平成１９年4月１日～平成２０年３月３１日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円

	　　　科　　　目
	　　予　　　算
	　　　摘　　　要

	［収入の部］

　　前期繰越金

　　会費

　　雑収入
	399,011

3,450,000

　199


	会員数68（１社入会）

	　　小　　　計
	3,849,200
	

	［支出の部］

（事業費）

　　研修見学・講演会

　　協力関係費

　　委員会活動費

（会議）

（事務費）

　　印刷費

　　通信費

　　消耗品費

　　事務委託費

（雑費）

　　雑費

　　４０周年準備金


	(2,468,000）

450,000　

　　338,000

　　1,680,000

(500,000)

(570,000）

　　80,000
　　350,000
　　20,000

　　120,000

(150,000）

　　50,000

　　100,000
	

	　　小　　　計
	3,688,000
	

	　　来期繰越金

　　特別会計調整分

  （積立金残高）
	61,200

0

(100,000)
	40周年積立金

	　　合　　　計
	3,849,200
	


     （備考）来期繰越金額に、積立金残高は含んでいない。
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